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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

貴研究所の超高磁場核磁気共鳴分光法（NMR）を用いて、G タンパク質共役型受容体（GPCR）および

シグナル伝達に関わる天然変性タンパク質（IDP）の動的構造解析を進めた。GPCR に関しては、受容体

C 末端領域ペプチドの NMR 測定条件を確立し、化学シフト帰属作業を進めた。また、リン酸化反応の解

析や各種エフェクター分子との相互作用解析を行なった。IDR に関しては、神経変性疾患に関わる IDR タ

ンパク質について、二次元 1H-15N 相関スペクトルにより溶液中での構造動態と RNA との相互作用を解

析し、液-液相分離（LLPS）発生に関わる分子間相互作用の特徴づけを行った。 
 


